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双
頭
蓮
と
双
頭
葉
が
同
時
に
開
く

　

ネ
ッ
ト
の
蓮
談
義
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
が
、
静
岡
県
在
住

の
関
根
美
千
子
会
員
が
育
て
た
一
鉢
か
ら
、
同
時
に
双
頭
蓮

と
双
頭
葉
が
開
き
ま
し
た
。
別
々
に
開
い
た
記
録
は
あ
り
ま

す
が
、
双
頭
蓮
だ
け
で
も
珍
し
い
の
に
双
頭
葉
も
同
時
に
開

い
た
の
は
、初
め
て
の
事
と
思
わ
れ
ま
す
。
天
文
学
的
確
率
、

奇
跡
中
の
奇
跡
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

中
国
・
ロ
シ
ア
の
「
北
限
の
蓮
」
調
査
の
旅

　

８
月
３
日
よ
り
11
日
ま
で
、
中
国
の
荷
花
展
以
来
親
交

の
あ
る
、
中
国
科
学
院
植
物
研
究
所
の
薛
教
授
と
ロ
シ
ア

の
タ
マ
ー
ラ
教
授
の
案
内
で
、
中
国
と
シ
ベ
リ
ア
東
南
の

野
生
蓮
調
査
に
会
員
ら
10
名
で
訪
れ
ま
し
た
。
黒
龍
江
省

ハ
ル
ピ
ン
市
と
虎
林
市
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
の
西
南
西
、
約

３
０
０
キ
ロ
先
に
あ
る
、
ユ
ダ
ヤ
自
治

州
ビ
ロ
ビ
ジ
ャ
ン
、
ア
ム
ー
ル
川
付

近
北
緯
47
度
47
分
20
秒
、
東
経
１
３
１

度
20
分
２
秒
の
各
地
点
に
野
生
蓮
生

息
を
確
認
。
虎
林
市
の
見
渡
す
限
り

蓮
の
広
が
る
月
牙
湖
（
写
真
）、
ハ
ル

ピ
ン
市
の
東
１
６
５
キ
ロ
の
蓮
花
村

で
は
、
第
14
回
の
蓮
祭
り
が
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
こ
こ
で
の
蓮
を
あ
し
ら

う
料
理
は
と
て
も
珍
し
い
も
の
で
し

た
。
い
ず
れ
報
告
す
る
予
定
で
す
。

花
弁
の
条
線
等
）
に
ピ
ン
ト
を
合
わ
せ
て
撮
影
下
さ
い
。

　

Ａ
４
サ
イ
ズ
で
印
刷
す
る
画
素
数
を
確
保
す
る
た
め
、

ポ
ジ
、
ネ
ガ
フ
イ
ル
ム
は
、
６
×
６
、６
×
９
等
、
プ
リ

ン
ト
画
は
、
キ
ャ
ビ
ネ
版
以
上
の
も
の
を
ご
提
供
下
さ
い
。

　

デ
ジ
タ
ル
画
像
Ｄ
Ａ
Ｔ
Ａ
の
場
合
に
は
、
５
０
０
Ｄ
Ｐ

Ｉ
以
上
の
Ｒ
Ａ
Ｗ
、Ｔ
Ｅ
Ｆ
、Ｂ
Ｍ
Ｐ
、Ｊ
Ｐ
Ｇ
（
低
圧
縮
）

の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
も
の
を
ご
用
意
下
さ
い
。

　

左
の
構
図
比
率
（
天
、
花
、
地
、
同
高
）
で
、
ト
リ

ミ
ン
グ
可
能
に
、
撮
影
下
さ
る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

画
像
に
は
、

Ｄ
Ａ
Ｔ
Ａ
加
工

を
一
切
加
え
な

い
で
下
さ
い
。

加
工
処
理
で
、

印
刷
精
度
を
落

と
す
ノ
イ
ズ
が

発
生
し
、
補
正

が
不
可
能
で
あ

れ
ば
、
採
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

　

応
募
戴
い
た
作
品
が
全
て
規
格
に
合
わ
な
け
れ
ば
、

他
か
ら
の
写
真
を
選
択
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

会
員
紹
介
（
７
月
〜
８
月
に
入
会
さ
れ
た
方
）

　

恵
澤
准
二　

〒
二
七
一
‐
〇
〇
六
四

　
　

千
葉
県
松
戸
市
上
本
郷
＊
＊
＊

　
　

電
話　

０
４
７
‐
３
６
６
‐
＊
＊
＊
＊

　

神
鳥
信
也　

〒
二
六
二
‐
〇
〇
一
二

　
　

千
葉
県
千
葉
市
花
見
川
区
千
種
町 

＊
＊
＊

　
　

電
話　

０
４
３
‐
２
５
９
‐
＊
＊
＊
＊　

　

畑　
　

雅　

〒
二
四
八
‐
〇
〇
一
七

　
　

鎌
倉
市
佐
助 
＊
＊
＊

　
　

電
話　

０
４
６
７
‐
２
３
‐
＊
＊
＊
＊

　

藤
井
万
千
恵　

〒
一
四
二
‐
〇
〇
九
三

　
　

品
川
区
荏
原 

＊
＊
＊

　
　

電
話　

０
３
‐
３
７
８
１
‐
＊
＊
＊
＊　

　

大
石
浩
準
（
寺
院
住
職
）
〒
二
五
〇
‐
〇
〇
〇
三

　
　

神
奈
川
県
小
田
原
市
東
町 

＊
＊
＊

　
　

電
話　

０
４
６
５
‐
３
４
‐
＊
＊
＊
＊

　

残
暑
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
会
員
の
皆
様
お
変

わ
り
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。

　

今
夏
も
、
見
事
な
蓮
花
が
咲
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

今
年
最
後
の
例
会
を
、
左
記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

都
合
の
つ
か
れ
ま
す
方
は
是
非
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

例
会
の
お
知
ら
せ

日
時　

10
月
24
日
（
土 

）
17
時
30
分
〜
20
時
30
分

議
題　

夏
の
蓮
の
花
の
情
報
交
換
会

　
　
　

秋
の
夕
暮
れ
、
蓮
の
自
慢
話
を
大
い
に
楽
し
く

　
　
　

お
聞
か
せ
下
さ
い
。

場
所　

豊
島
区
立
勤
労
福
祉
会
館   

第
２
会
議
室

　
　
　

豊
島
区
西
池
袋
２
‐
27
‐
４

　
　
　

電
話　

０
３
‐
３
９
８
０
‐
３
１
３
１

問
合
せ  

事
務
局
ま
で 
０
３
‐
３
９
５
１
‐
５
６
３
０

『
蓮
文
化
だ
よ
り
13
号
』
の
原
稿
締
切
り
せ
ま
る

　
『
蓮
文
化
だ
よ
り
』
13
号
を
明
年
一
月
、
発
行
の
予
定

で
す
。
原
稿
締
切
り
は
九
月
末
日
厳
守
で
す
。
締
切
り
に

遅
れ
た
場
合
は
、
掲
載
出
来
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
下
さ
い
。紙
面
書
式
は
縦
書
き
で
す
。随
筆
、創
作
、

観
蓮
記
、
研
究
な
ど
蓮
に
関
す
る
こ
と
な
ら
内
容
は
問
い

ま
せ
ん
が
、
独
創
的
な
も
の
を
歓
迎
し
ま
す
。

　

一
人
一
ペ
ー
ジ
を
原
則
と
し
、
文
字
数
は
二
千
字
か
ら

二
千
五
百
字
で
す
。
二
ペ
ー
ジ
に
な
る
方
は
、
五
千
字
を

限
度
と
い
た
し
ま
す
。
写
真
、
図
版
を
な
る
べ
く
多
く

添
え
て
戴
き
、
写
真
の
選
択
は
編
集
部
に
一
任
下
さ
い
。

　

原
稿
を
FD
、
MO
、
CD
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
ー
等
に
収
め

提
出
さ
れ
る
方
は
、
文
章
上
の
設
定
、
編
集
を
せ
ず
、

Ｔ
Ｘ
Ｔ
フ
ァ
イ
ル
に
し
て
下
さ
い
。
画
像
解
像
度
は

３
０
０
Ｄ
Ｐ
Ｉ
以
上
、
Ｐ
Ｃ
加
工
を
せ
ず
、
Ｄ
Ａ
Ｔ
Ａ
は

ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
OS
で
、
読
み
込
み
可
能
な
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト

形
式
に
て
お
願
い
致
し
ま
す
。

『
蓮
文
化
だ
よ
り
』
表
紙
写
真
を
募
集
し
ま
す

　

今
年
も
『
蓮
文
化
だ
よ
り
』
の
表
紙
写
真
を
会
員
か
ら

左
記
の
要
領
で
募
集
し
ま
す
。
撮
影
画
像
は
、
開
花

２
日
目
の
、
花
托
も
鮮
明
に
写
る
花
姿
に
限
定
で
す
。

　

バ
ッ
ク
の
ボ
ケ
は
構
い
ま
せ
ん
が
、
花
全
体
（
花
托
、
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こ
れ
ま
で
、
行
田
市
の
天
然
記
念
物
「
行
田
蓮
」
に
つ
い
て
書
か

れ
た
書
籍
は
皆
無
で
す
。
今
回
、
古
代
蓮
の
里
の
建
設
以
来
長
年
に

わ
た
り
行
田
蓮
に
携
わ
っ
て
き
た
、
田
島
真
一
会
員
（
行
田
市
）
ら

に
よ
っ
て
行
田
蓮
史
が
纏
め
ら
れ
ま
し
た
。
後
半
は
蓮
の
花
の
豆
知

識
で
図
版
多
数
掲
載
。『
行
田
蓮
』（
A4
変
形 

40
頁 

オ
ー
ル
カ
ラ
ー
）。

木
暮
照
子
作
品
集
「
蓮
花
物
語
」
悠
久
の
時
を
巡
る　

　

当
会
理
事
で
人
形
作
家
で
あ
る
、
木
暮
照
子
積
年
の
作
品
集

（
A4
版 

64
頁 

オ
ー
ル
カ
ラ
ー 

マ
リ
ア
書
房
刊
）
が
上
梓
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
作
品
集
は
蓮
に
感
じ
た
神
秘
の
蓮
宇
宙
を
、
蓮
の
景

色
・
蓮
の
時
・
蓮
の
音
・
蓮
の
目
覚
め
・
魅
惑
の
花
蓮
・
天
に
舞

う
・
時
を
超
え
て
、
の
七
つ
の
テ
ー
マ
を
人
の
か
た
ち
で
表
現
し

て
い
ま
す
。
約
70
点
の
作
品
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

熏
風
集 
２
０
０
７
〜
２
０
０
９ 

荷
花
科
技
・
文
化
・
産
業
文
集

　
　
　
　
　
　
　
　

王
其
超
・
張
素
梅
主
編　

中
国
林
業
出
版
社

　

毎
年
中
国
で
開
催
さ
れ
て
い
る
、
中
国
花
卉
協
会
・
荷
花
分
会
の

荷
花
展
の
国
際
シ
ン
ポ
で
は
、
蓮
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
の

学
術
発
表
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
『
熏
風
集
』（
３
９
１
頁
）

は
、
２
０
０
７
年
か
ら
２
０
０
９
年
ま
で
の
大
会
で
発
表
さ
れ
た
、

金
沢
市
・
持
明
院
の
「
妙
蓮
」
危
機
乗
り
越
え
開
花

　

蓮
通
信
41
号
で
藤
村
進
会
員
か
ら
、
金
沢
市
の
天
然
記
念
物
で
あ

る
持
明
院
の
妙
蓮
が
、
環
境
悪
化
の
た
め
絶
滅
の
危
機
と
報
告
さ
れ

心
配
で
し
た
。
し
か
し
地
元
農
家
の
手
に
よ
っ
て
、
昨
年
か
ら
妙
蓮

池
修
復
工
事
が
行
わ
れ
、
妙
蓮
を
他
に
移
し
池
の
土
が
入
れ
替
え
ら

れ
ま
し
た
。
５
月
７
日
に
は
整
備
さ
れ
た
妙
蓮
池
に
、
妙
蓮
が
植
え

戻
さ
れ
ま
し
た
。
以
後
順
調
に
育
ち
、
７
月
21
日
に
第
一
花
が
咲
き
、

そ
の
後
も
次
々
と
花
が
咲
い
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

『
蓮
１
０
０
の
不
思
議
』　

出
帆
新
社
刊

　

当
会
は
こ
れ
ま
で
『
蓮
通
信
』、
サ
イ
ト
へ
「
蓮
の
Ｑ
＆
Ａ
」

を
順
次
１
０
０
項
目
掲
載
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
注
目
し
た

出
帆
新
社
か
ら
、
装
い
新
た
に
『
蓮
１
０
０
の
不
思
議
』（
版
形

B6 

２
１
４
頁 

オ
ー
ル
カ
ラ
ー
）
と
題
し
た
書
籍
に
し
出
版
さ
れ

ま
し
た
。
す
で
に
ご
注
文
の
方
々
に
は
発
送
済
み
で
、
好
評
を

得
て
い
ま
す
。
ま
だ
ご
覧
い
た
だ
い
て
い
な
い
方
は
、
是
非
書

店
で
手
に
と
っ
て
見
て
下
さ
い
。
な
お
、
本
書
は
事
務
局
で
は

取
り
扱
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
書
店
で
お
買
い
求
め
下
さ
い
。

行
田
蓮　

ア
ト
リ
エ
・
ミ
ウ
ラ
刊

１
０
５
編
の
論
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
書
は
『
燦
爛
的
荷

花
文
化
（
２
０
０
１
年
）』『
蓮
之
韵
（
２
０
０
３
年
）』『
舒
紅
集

（
２
０
０
６
年
）』
に
続
く
４
冊
目
で
す
。
本
書
に
は
高
橋
祥
雲
、

池
上
正
治
、山
本
和
喜
、三
浦
功
大
の
発
表
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

夏
の
国
立
博
物
館
に
は
沢
山
の
蓮
文
様
が
あ
り
ま
し
た
　

特
別
展
「
染
付
」
藍
が
彩
る
ア
ジ
ア
の
器
が
展
示

「
染
付
」
白
磁
の
素
地
に
コ
バ
ル
ト
を
含
ん
だ
顔
料
を
用
い
て
筆

で
文
様
を
描
く
技
法
を
い
う
。
蓮
紋
様
８
点
あ
り
（
図
版
省
略
）

　
平
常
展

　

大
日
如
来
座
像
の
体
内
に
「
蓮
の
花
が
」。
栃
木
県
足
利
市
の
光
得

寺
に
伝
わ
る
大
日
如
来
像
は
、
鎌
倉
時
代
初
期
の
運
慶
の
作
と
さ
れ

て
い
ま
す
。Ｘ
線
断
層
撮
影
で
像
内
に
は
銅
製
の
蓮
の
花
が
二
花
入
っ

て
い
る
の
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
（
写
真
左
上
）。
10
月
12
日
ま
で
展
示
。

蒔
絵　

蓮
蒔
絵
箱
（
鎌
倉
時
代
）　

以
下
９
月
６
日
ま
で

　
　
　

蓮
池
蒔
絵
経
箱
（
江
戸
時
代
）
大
阪
・
金
銅
寺

　
　
　

蓮
弁
散
絵
鉦
架
（
平
安
時
代
）

工
芸　

色
絵
金
彩
花
鳥
文
龍
耳
瓶　

清
水
清
閑　

明
治
10
年

　
　
　

花
卉
木
画
額　

西
村
壮
一
郎　

明
治
14
年

　
　
　

蓮
に
鷺
図
花
瓶　

孝
一
作　

明
治
10
年

絵
画　

四
季
花
鳥
図
屏
風
双
幅　

伝
雪
舟
等
揚　

室
町
時
代　

　
　
　

花
鳥
図　

清
原
雪
信
（
生
没
年
不
詳
）　

江
戸
時
代

　
　
　

久
能
寺
経
（
装
飾
経
）
12
世
紀
（
写
真
右
下
）

　
　
　
　

平
家
納
経
と
な
ら
ぶ
装
飾
経
で
、
鉄
舟
寺
ほ
か
に
27
巻

　
　
　
　

現
存
す
る
。
永
治
２
年
（
一
一
四
二
）
に
鳥
羽
法
皇
の
中

　
　
　
　

宮
・
待
賢
門
院
の
出
家
に
際
し
て
生
前
に
死
後
の
冥
福
を

　
　
　
　

祈
っ
て
仏
事
す
る
逆
修
供
養
の
た
め
に
作
ら
れ
た
も
の
。

　
　
　
　

同
経
の
見
返
し
に
は
、
蓮
図
が
多
く
描
か
れ
て
い
る
。
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